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計画の位置づけ

スケジュール

令和６年 ６月 景観アドバイザーへ相談
１０月 庁内への意見照会
１０月 都市景観審議会へ諮問(書面開催)
２月 策定起案
３月 都市景観審議会へ策定報告

令和７年 ４月 ガイドラインの施行

主なアドバイザー意見

・バリアフリー、ユニバーサルデザインの考え方を
検討して記載すること。

・サインを見る対象者が誰なのか、明確にすること
・標準デザインについて、既設サインとの整合を図ること

公共サイン
基本計画公共サイン基本計画

良好な街並みに調和する
よう公共サインの標準的な
デザイン及び設置の考え方
等を定めている。また、設
置だけでなく設置後の適切
な維持管理等の考え方の
記載も行っている。

ガイドラインとは

本市においては、公共サイン基本計画
（以下、「基本計画」という。）を、平成１７
年に策定し、市内の公共サイン整備に
ついての考え方等を示している。
この基本計画を、公共サインを整備す
る者にとって理解しやすい資料となるよ
う、内容を具体化しつつ、策定から長期
間が経過したことを踏まえ、基本計画の
内容に新たな考え方等を補記した手引
書として、ガイドラインの策定を行う。

公共サイン
ガイドライン

公共サイン基本計画

・国や他自治体の基準
・本市の関連する計画
(バリアフリー基本構想等)

公共サインを
整備する者

公共サインを整備する者に
とってわかりやすく再構成

参考に計画内容の
加除及び変更

確認、参照
してもらう

公共サイン整備
及び維持管理

市民・事業者・来訪者等
にとって

「わかりやすい」
公共サインが整備される

＜ガイドライン化 概念図＞
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ガイドラインの適用範囲について

＜公共サインの種類＞

目的地までのサインの連続性が重要となる誘導サイン及び案内サインについては、区分を「適用」とし、デザインを統一していくこととしている。
一方で、施設の特性が反映される定点サインや地域性の高い地域サービス系サインについては、区分を「参照」とし、本ガイドラインの考え方を参
照しつつ、独自にデザインをしていくこととした。
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公共サインの役割を明文化

役割１ 理解しやすさ

・必要な場所に必要な情報を設置し、目的の施設まで円滑な誘導を図るため、誰が見ても理解できるサインとなるよう心がける。

役割２ ユニバーサルデザインへの対応

・高齢者や障害者のほか、外国人など、すべての方の利便性に配慮する。

役割３ 地域らしさ

・公共サインの基本的な役割を意識しつつ、まちの表情をより豊かにするため、イメージカラーや歴史、文化など「地域らしさ」を感じられる表現を心がける。

役割４ 周囲との調和

・公共サインのデザインや色彩を統一することにより、周囲の街並みや景観との調和を図る。

役割５ 適切な維持・管理

・継続して安全かつ良好な状態を保てるよう、仕組みの整備など適切な維持管理を心がける。

基本計画には記載がなかった「公共サインを整備する者」に対して、公共サインの意義を理解してもらうために、役割を追加した。

バリアフリー基本構想との整合

基本計画においては、本市の都市構造、移動特性に着目した配置パターンを示すにとどまっていた。ガイドラインにおいては＋αの考え方と
して、バリアフリー基本構想における生活関連経路上への配置の考え方も追加した。

＜都市構造、移動特性に着目した配置パターン＞

＜バリアフリー基本構想における配置の考え方＞



戸田市公共サインガイドラインの策定について（概要） 令和６年度第１回戸田市都市景観審議会

ユニバーサルデザインへの配慮を追加

誰もが見やすく、わかりやすいサインが整備されることを目的とし、文字
フォント、色彩の組み合わせ、ピクトグラムなどの記載を追加した。
また、整備担当者のユニバーサルデザインの理解向上にもつながること
も期待し、各章において、ポイント形式で考え方の紹介を行っている。

＜誰もが見やすい色彩＞ ＜ピクトグラム＞ ＜誰もが見やすい高さ＞

＜ユニバーサルフォント＞
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標準デザインの整理

基本計画において、案内サイン及び誘導サインについては、デザインを統一していくことを想定した標準デザインを定めている。一方で、同計画にお
いては、整備にあたって、設計時にさらに詳細を検討することと記載されていることもあり、過去に整備された設置事例は標準デザインとデザイン
がやや異なっている。個々の整備において、整備担当者の裁量によりデザインが変更されることは、連続したサインの統一性を損なう恐れがあるこ
とから、過去に市内に整備されたサインを標準デザインとして設定することで、既存サインと今後整備されるサインの統一を図る。

基本計画 ガイドライン
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整備から維持管理までの流れを整理

整備時に適切なサインが作成されることだけでなく、整備後についても適正な管理がなされていくことを目的とし、整備時から維持管理ま
での流れを記載するとともに、具体的な点検方法等を示した。

＜整備の流れ＞ ＜点検スケジュールの考え方＞

＜点検の考え方＞ ＜管理台帳案＞


